とされた。 

去年の 春 ごろ、 内山敏 氏が、 ある 雑誌に ト ー マス • 

マンの 長女の エリカ. マンが、 弟の クラウス. マンと 

共著した 「生への 逃亡」 について、 エリカ • マンの 活 

動 を 紹介して おられた。 この 短い 伝記 は、 感銘の ふか 

いものであった。 知識階級の 若い 聰明な 女性が、 その 

すこやかな 肉体の あらゆる 精力と、 精神の 活力の 全幅 

を かたむけて、 兇暴な ナチズム に対して 人間の 理性の 

明るさ を まもり、 民主 精神 を まもった はたらきぶ リは 

私たち 日本の 知識階級の 女性に、 自分た ちの 生の 可能 

に つ いて 考えさせる 多くの もの を もつ ている とおもう- 



ト— マス . マンと いう ドイツの 民主的 精神 を もつ 作 

家の 名 は、 日本に もよ く 知られて いる。 「ブッ テン- 

ブ ー 口— ク」 や 「魔の 山」 「ロッテ かえりぬ」 など は 翻 

訳で ひろくよ まれて いる。 マンに は 六 人の子 供た ちが 

ある。 長女 エリカ • マン。 そのつ ぎの クラウス • マン。 

この 人 は 反 ナチ 作家で、 ヒ トラ ー が 政権 を 確立 させて 

から は オランダで、 『ザン ムルン グ』 という 反 ナチの 文 

学 雑誌 を 発行して いた。 ロシアの 作曲家 チヤ ィコ フス 

バセテ イツ クシ ムフォ 二 — 

キ ー を 題材と した 「悲愴 交響曲」 という 作品が ある。 

二 男 は 歴史家で ある ゴロ • マン。 次女 モニカ は ハン ガ 

リ ー の 美術史 家の 妻。 三男 ミハエル はヴ アイ オリ ニス 



ト。 末 娘の エリ ザべ— ト- マンが ピアニストで、 イタ 

リ ー の 反 ファシスト 評論家 ボルゲ— ゼと 結婚して いる 

そうで ある。 

内 山 氏の 紹介に よると、 エリカ. マン は 一九 〇 五 年 

生れで、 日本 流に かぞえれば 四十 四 歳に なって いる。 

幼年時代 を、 たのしく 愛と 芸術的な 空気に みちた ト— 

マス • マンの 家庭に 育って、 十八 歳で 学校 を 卒業す る 

と、 ベルリンへ 出て、 マックス. ラインハルトの 弟子 

になった。 ラインハルト といえば ドイツの 近代劇と 演 

出の 泰斗で ある。 (ナチ ス きっての 芝居気の 多かった 

男ゲ— リング も、 ひところ 門下に 加って いた。 ナチ ス 



の大 がかり な 舞台効果 は、 はからずも ゲ— リングの こ 

の 経歴が 役立 つたと いわれて いる。) 

ラインハルトの 下で 女優と なった エリカ • マン は、 

やがて ハンブルグで おなじ 俳優 である グリ ユン トゲ ン 

スと 結婚した。 グリ ユン ト ゲン スは 才能 はあった が、 

あとで は ナチ スに 加って、 ベルリン 国立劇場 支配人と 

立身した ような 性格であった ため、 エリカの 結婚 生活 

はなが く つづかず、 離婚して 故郷の ミュンヘン にか 

えった。 そして、 国立劇場 や 小 劇場に 出演した。 ショ 

ゥの 「セント. ジョン」 でジ ヤンヌ. ダ ー クを 演じた 

りして 好評 をえ ている。 



アメリカに わたって から、 エリカ • マンが 語った 意 

味 ふかい 警告が、 内 山 氏の 紹介に 録 されて いる。 それ 

は エリカ • マンが 「私 は ドイツに いる あいだ (中略) 

政治の こと は 政治家に まかせて おけば よいと いう あや 

まった 見解でした。 私 ども 多くの ものが そう 考えた た 

めに、 ヒ トラ ー が 権力 を 握った のです」 そして 「事実 

上 ドイツ 文化 を 代表す るすべ てのものが 亡命す る」 結 

果 になった ので あると いっている 点で ある。 ドイツの 

知識人た ち は、 ナチ スの 運動が その 背後に どんな 大き 

い ドイツの 軍国主義者と 資本家 の 大群 を ひかえて いる 

かとい うこと を 洞察せ ず、 馬鹿にし ていたた めに、 祖 



国と その 文化と を ナチ スに 蹂躪され つくした。 

一九二 〇 年代の ドイツ は、 左翼が 活躍し、 ドイツ 共 

産 党 も 公然と 存在して いた 時代であった。 その 時代に 

育った エリカ • マンが 民主主義の 精神 を もち、 日に 日 

につの る ナチ スの 暴圧に 反抗 を 感じた の は 自然で あつ 

た。 エリカ. マン は、 はじめ 小論 文 ゃ諷剌 物語 を 書い 

て 反 ナチの 闘争 を はじめた が、 一九 三 三年 一月 一日、 

ミュンヘンに 「胡椒 小屋」 (ぺ ツバ— • ミル) という 政 

治 的 キヤ バレ ー を ひらいて、 おなじ 名の 諷剌劇 を 上演 

したり、 娯楽と 宣伝と を かねた 政治的 集会 を 催し、 演 

劇的 才能と 行動 性と を 潑剌と 発揮して 活動し はじめた。 



大量 検挙 を はじめた のであった。 ヒ トラ— の 手先が 

ミ ユンへ ン にも 入って きて、 公共 建物の すべての 屋根 

に 気味 わるい 卍 の 旗が ひるがえる ことにな つた。 

ト ー マス. マン 夫妻 は、 おりから スイスに 講演 旅行 

に 出かけて いて エリカと クラウスと は、 もう 一刻 も 安 

住すべ きと ころで なくな つ た ドイツ を 去る 決心 をな し 

スイスの 両親に そちらに とどまる ようにと 電報して、 

ただちに スイスの ァロ— ザへ おもむいた。 こうして、 

ドイツの 知識人の 代表的な ト ー マス • マン 一 家の 亡命 

生活が はじまった のであった。 

当時 ト— マス . マン は、 「ヨゼフと その 兄弟」 という 



エリカ. マンの 「胡椒 小屋」 は 四 年間、 オランダ、 

スイス、 ォ ー スト リャ、 チェコ、 ベル ギ ー 等 を 巡業し、 

いたるところで 喝采 をえ た。 小粒ながら も 胡椒の きい 

た その 移動 演劇 は、 ナチ スに とって は 小柄な 蜂の よう 

に 邪魔であった。 エリカ は、 舞台のう えに いていく た 

びか 狙撃され た。 が、 無事に 千 回 以上の 公演 をつ づけ 

たが、 一九 三 六 年、 解散 させられた。 チュ ー リツ ヒで、 

「 公安 妨害」 の 口実で 公演 禁止され たの を はじめと して、 

ナチ ス 外交官が 出さき の 外国でまで エリカの 活動 を妨 

害して、 とうとう、 それ を 解散 させて しま つたので あつ 



た。 この 時分に、 エリカ • マン は イギリスの 詩人 ウイ 

スタン • ォ —デン と 結婚した。 スペイン 人民戦線 軍に 

従軍した ォ— デンは 進歩的な 作家で、 のちに は 中国の 

抗日 戦に も 参加し、 「戦線への 旅」 という 作品が ある。 

スぺ インの 内乱と ともに ョ ー ロッパ はます ます 戦争 

の 危険に せまられた。 エリカ. マン は、 一九 三 六 年、 

アメリカへ ゆき、 スペイン 救済の 必要と、 ナチ ス • ド 

イツが、 戦争の 温床で ある こと を 警告した。 第二次 大 

戦が 勃発して から、 エリカ. マンの 反 ナチ 闘争と 民主 

主義の ための たたかい はいつ そう 広汎に おこなわれ、 

「生への 逃亡」 では ドイツの 亡命 知識人の 物語 を 描いた。 



ッの 少年た ち を 毒して いるか を あからさま にした もの 

で、 映画化され、 世界に 深甚な 影響 を あたえた。 エリ 

力 • マン はまた 子供の ための 冒険 物語 「シュ トツ フエ 

ルの 海外旅行」 を も 書いて いるそう である。 

ナチ ス • ドイツの 絶滅した 今日、 エリカ • マン はふ 

たたび 故国の ドイツの 土 を ふんで いるであろう。 が、 

行動 性に とみ、 民主 精神に 燃える 彼女に、 敗れ はてた 

ドイツの 次女 はどううつつ ている であろう。 ことばに つ 

くせない 犠牲 を はらった ドイツの 民主主義 のために、 

エリカ. マンの 美しい エネ ルギ— は、 まだまだ 休む 暇 

は あたえられ ていない ので ある。 



いう 題で、 ソヴ エト 同盟 旅行の 部分 だけ 翻訳 出版され 

た。 一九 四 一年 十一 月より 五 力 月ば かり、 連合軍 側の 

戦時 特派員と いう 資格で、 アフリカ、 近東、 ソヴ エト 

同盟、 インド、 中国 を 訪問し、 ファシズム、 ナチズム 

に対して 民主主義 を まもろう とする 国々 のた たかいの 

姿 を 報道した。 「ポ— ランドに 生れ、 フランスに 眠る 

わが 母 マリ ー • スマ ロド ォスカ • キ ユリ—」 という 献 

辞の ついた この 旅行記 は、 日本語に 翻訳され ている 部 

分 だけで も、 ふかい 感興 をう ごかされ、 ェヴの 公平な 

理解力と 人間と しての 善意に うたれ る。 

エリカ. マンの 各国 巡業、 ェヴの 戦時中の 旅行。 そ 
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